
○ 歩行中の年齢別死傷者は、７歳児が突出！
小学生の歩行中の交通事故は、新入学期の４月から６月にかけて増加する傾向にあり、年

齢別の死傷者では、７歳児が突出しています。
特に、新入学児童は、新たに交通社会の一員となりますが
・ 道路上の危険に関する知識の未熟 ・ 保護者と離れ単独で行動する機会の増加

などから、交通事故に遭う危険性が高まります。

〇 保護者の皆さんへのお願い
悲惨な交通事故から子供達を守るため
・ 飛び出しなどの道路での危険行為
・ 横断歩道を利用した安全な横断方法
(止まる、見る（左右の安全確認）、
ドライバーに手などで合図、横断途中の安全確認）

など、交通ルール・マナーを繰り返し子供達に教えま
しょう。

〇 ドライバーの皆さんへ
ドライバーの皆さんは、子供の咄嗟の動きに注意しな

がら、安全な速度と車間距離を保って、歩行者に優しい
運転をお願いします。

福岡空港は、航空機だけでなく、高速バス、地下鉄等交通の起点であるため、コロナ禍で利用者は減少

しているものの

○ お酒の飲みすぎの方

○ ご高齢や迷子で助けが必要な方

○ 精神障害の方

などの助けが必要な方が急増しています。

その様な方を発見した場合は、警察への通報をお願いします。

福岡空港で働かれている皆さんは、「ニセ電話詐欺」に十分注意されていると思いますが、大切なご家族も被

害に遭わないように今月是非注意喚起のお話しをしてみましょう。


